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音B

日；

は
じ
め
に

1
1

こ
う
ゆ
う

，
野
田
光
雄
先
生
（
明
治
必
〈
1
〉
年
9
月
お
日
生
。
以
下
、
先
生
）
が
、
平
成
時
（
叫
）
年
5
月
3
日
、
満
四
歳
で
逝
去
せ
ら
れ
た
。
先
生
に
直

接
御
教
示
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
一
般
に
古
事
記
学
会
で
の
研
究
発
表
と
大
会
・
月
例
研
究
会
に
於
け
る
公
的
談
話
に
殆
ど
限
ら
れ

て
い
た
。
幸
い
に
し
て
、
私
は
先
生
の
私
的
談
話
を
一
時
期
拝
聴
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

本
稿
は
、
私
の
書
き
留
め
た
先
生
の
私
的
談
話
（
一
部
電
話
に
よ
る
お
話
を
含
む
）
の
記
録
で
あ
る
。
談
話
の
文
字
化
と
い
う
性
格
上
、

明
瞭
な
点
や
、
私
の
聴
き
違
い
・
書
き
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
憧
れ
る
が
、
学
問
上
の
一
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

文
意
不

注（1
）
先
生
の
学
業
に
つ
い
て
は
、
追
悼
文
中
村
啓
信
「
小
野
田
光
雄
と
い
う
人
」
『
風
土
記
研
究
」
第
初
号
（
風
土
記
研
究
会
編
・
刊
、
平
成
団
〈
羽
〉
年
3
月
氾

日
、
名
張
市
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（2
）
先
生
は
、
横
須
賀
市
立
第
二
高
等
女
学
校
・
群
馬
県
立
桐
生
高
等
女
学
校
・
神
奈
川
県
立
横
須
賀
工
業
高
等
学
校
教
諭
を
歴
任
さ
れ
、
晩
年
昭
和
女
子

大
学
非
常
勤
講
師
と
な
ら
れ
た
以
外
に
は
、
大
学
で
教
鞭
を
お
執
り
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（3
）
こ
の
点
を
含
め
て
、
嵐
義
人
氏
よ
り
種
々
御
教
示
を
受
け
た
。
ま
た
、
書
誌
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
・
那
覇
市
立
中
央
図
書
館
・
青

山
学
院
大
学
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

本
談
話
記
録
の
経
緯

（

1
）
 

昭
和
臼
（
宵
）
年
頃
、
古
事
記
学
会
の
熱
心
な
会
員
で
あ
ら
れ
た
故
黒
川
光
氏
と
私
は
、
「
上
代
文
学
を
学
ぶ
者
と
し
て
漢
字
・
漢
文
の
知

識
が
乏
し
い
の
は
甚
だ
心
許
無
い
こ
と
だ
か
ら
、
小
野
田
先
生
を
囲
む
研
究
会
を
作
り
、
御
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」

と
何
度
か
話
し
合
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
田
年
6
月
同
日
の
古
事
記
学
会
大
会
の
折
に
二
人
で
こ
の
こ
と
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は

そ
の
場
で
御
快
諾
下
さ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
の
夏
御
病
気
で
入
院
し
、
結
局
研
究
会
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

御
回
復
後
お
招
き
を
受
け
、
昭
和
白
（
叩
）
年
4
月
却
日
、
横
須
賀
市
の
お
宅
で
黒
川
氏
と
共
に
先
生
の
研
究
歴
・
上
代
文
献
学
・
研
究
者
達

と
の
交
流
等
々
の
お
話
を
承
っ
た
。
こ
の
時
、
私
は
研
究
用
カ

l
ド
に
先
生
の
談
話
を
記
録
し
つ
つ
拝
聴
し
た
。

そ
の
後
、
黒
川
氏
の
亡
く
な
る
前
年
の
昭
和
田
（
回
）
年
ま
で
、
年
に
一
度
の
割
合
で
一
緒
に
拝
聴
し
た
。
黒
川
氏
の
逝
去
後
の
昭
和

ω
（出）

一
人
で
時
折
参
上
し
、
ま
た
、
お
電
話
で
御
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

年
か
ら
は
、

こ
こ
で
は
、
そ
の
時
の
記
録
カ

l
ド
と
電
話
メ
モ
を
、
年
月
日
順
に
配
列
し
て
活
字
化
す
る
。

注2 1 

昭
和

2
9）
年
7
月
お
日
生
・
昭
和
田
（
官
）
年
目
月
8
日
逝
去
。

昭
和
日
（
判
）
年
6
月
口
日
－

m目
、
於
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
（
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
）
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本
談
話
記
録
の
意
義

先
生
の
研
究
手
法
は
、
文
献
の
原
本
・
複
写
写
真
・
写
真
複
製
本
に
就
い
て
資
料
蒐
集
し
た
上
で
、

一
つ
一
つ
確
認
（
文
献
の
書
体
も
忠
実
に
筆

写
）
し
つ
つ
手
堅
い
立
論
を
展
開
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
、
考
察
が
固
ま
る
以
前
に
臆
測
や
思
い
つ
き
を
活
字
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
本
談
話
で
は
、
論
文
に
な
る
以
前
の
研
究
の
見
通
し
ゃ
直
感
と
い
う
、
研
究
者
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
お
話
し
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
。

先
生
の
御
研
究
は
、
そ
の
領
域
に
関
心
を
持
た
な
い
と
な
か
な
か
親
し
み
に
く
い
面
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
御
研
究

の
成
果
の
一
端
を
平
易
に
説
明
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
方
面
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
の
手
引
き
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

倉
野
憲
司
編
（
代
表
）
「
（
阪
本
古
事
記
』
の
記
質
的
作
成
者
が
小
野
田
先
生
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
学
問
的
事
情
も
、

研
究
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
こ
の
談
話
の
中
で
も
、
そ
の
種
の
言
及
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
研
究
者
達
の
消

息
も
含
め
て
、
本
記
録
は
『
古
事
記
」
研
究
史
上
の
一
資
料
と
な
る
も
の
と
思
う
。

こ
の
記
録
の
中
で
、
私
が
特
に
重
視
す
る
の
は
、
「
嶋
字
の
研
究
」
で
あ
る
。
即
ち
、
羽
ペ

l
ジ
に
及
ぶ
遺
稿
「
瓦
代
人
の
用
い
た
嶋
字
に
つ

い
て
」
は
、
資
料
篇
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
残
念
な
が
ら
、
研
究
篇
を
執
筆
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
先
生
は
逝
か
れ
た
。
幸
い
に
も
、

こ
の
談
話
に
於
て
、
そ
の
資
料
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
る
か
、
見
通
し
を
原
稿
の
完
成
以
前
に
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
中
で
も
、

嶋
字
に
基
く
『
常
陸
国
風
土
記
」
偽
書
説
の
構
想
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
余
程
の
確
証
を
得
た
上
で
な
け
れ

ば
御
発
表
に
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
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注（I
）
翻
刻
本
は
根
本
（
一
級
）
史
（
資
）
料
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

（2
）
編
者
代
表
者
倉
野
憲
司
・
蔵
版
者
古
事
記
学
会
『
校
本
古
事
記
」
、
続
群
書
類
従
完
成
会
発
行
、
昭
和
却
（
百
）
年
、
東
京
。

（3
）
こ
の
こ
と
を
私
は
中
村
啓
信
氏
よ
り
お
教
え
頂
い
た
（
中
村
氏
の
古
事
記
学
会
研
究
発
表
司
会
時
の
公
的
談
話
〈
年
月
日
を
記
憶
し
な
い
〉
）
。
同
書
の
倉
野
氏
序
文
に

も
「
（
前
略
、
服
部
）
小
野
田
氏
と
相
談
し
て
真
福
寺
本
を
底
本
と
し
て
校
本
を
作
り
直
す
こ
と
に
し
、
爾
来
同
氏
の
献
身
的
努
力
に
よ
っ
て
見
事
に
完
成

を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
後
略
、
服
部
こ
と
あ
る
。

ほ
か
に
、
『
諸
本
集
成
古
事
記
』
は
、
当
初
の
版
（
昭
和
辺
〈
？
・
お
〈
羽
〉
年
刊
）
で
は
、
古
事
記
学
会
編
・
著
・
出
版
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
勉
誠
社
の
複
製
本
（
昭
和
白
訓
告
〉
年
刊
）
で
は
、
小
野
田
光
雄
編
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
更
が
、
先
生
の
御
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
再

刊
時
に
承
っ
た
。
こ
れ
ら
、
先
生
の
お
名
前
が
表
立
っ
て
出
な
い
理
由
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
右
の
倉
野
氏
序
文
を
参
照
す
る
と
、
研

究
助
成
金
（
倉
野
氏
代
表
）
の
問
題
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
生
の
お
人
柄
の
偲
ば
れ
る
話
で
、
「
学
問
の
進
歩
の
た
め
な
ら
ば

自
分
は
下
積
み
で
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
の
が
、
先
生
の
生
き
方
で
あ
っ
た
か
と
拝
察
さ
れ
る
。
。

（4
）
『
古
事
記
年
報
』
第
必
号
（
平
成
げ
年
度
）
、
古
事
記
学
会
編
集
発
行
、
平
成
胞
も
）
年
1
月
、
東
京
。
彪
大
な
手
書
き
原
稿
の
校
正
を
、
編
集
担
当
理

事
の
青
木
周
平
氏
が
一
手
に
引
き
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
年
報
で
は
、
先
生
の
原
稿
の
嶋
字
の
箇
所
の
み
を
写
真
製
版
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
全
部
活
字
化

し
て
い
る
。
こ
の
写
真
製
版
の
文
字
が
小
さ
い
た
め
、
判
読
に
苦
労
す
る
読
者
も
い
る
か
と
思
う
。
刊
行
後
こ
の
原
稿
（
但
し
、
電
子
複
写
。
原
本
は
先
生
の

書
斎
内
に
あ
る
ら
し
い
が
、
御
遺
族
に
よ
れ
ば
、
探
索
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
）
を
先
生
の
母
校
の
園
拳
院
大
学
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
青
木
氏
（
同

大
学
教
授
）
に
平
成
げ
（
官
）
年
ロ
月
下
旬
に
お
願
い
し
た
か
ら
、
不
審
点
の
確
認
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

先
生
が
、
「
嶋
」
と
「
島
」
の
字
の
区
別
に
関
心
を
持
た
れ
た
理
由
を
語
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
時
期
的
に
見
て
、
拙
稿
「
『
出
雲
間
風
土
記
」
島
根

郡
の
長
見
川
と
大
鳥
川
」
（
『
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
辺
号
、
平
成
2
《

W
V
年
、
東
京
）
の
第
1
章
「
諸
本
の
異
同
と
本
文
校
訂
」
中
の
、
左
記
の
部
分

（
特
に
傍
線
部
）
に
異
論
を
お
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
、
原
因
の
一
つ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
即
ち
、

細
川
家
本
の
「
鳥
」
・
「
島
」
・
「
嶋
」
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
烏
口
例
、
島
2
例
、
嶋

m例
で
あ
る
。
細
川
家
本
の
「
嶋
」
の
箇
所
を
、
林
崎
文
庫
本
・

万
葉
緯
本
・
解
本
が
ほ
と
ん
ど
総
て
「
島
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
は
細
川
家
本
と
反
対
に
「
島
L

に
統
一
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
（
中
略
）

右
の
如
く
細
川
家
本
で
は
島
よ
り
も
嶋
が
圧
倒
的
に
多
く
、
烏
と
島
の
混
同
が
な
い
と
い
う
傾
向
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
細
川
家
本
に
お
い
て
は
本



来
「
大
鳥
川
」
と
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
（
中
略
）
し
か
し
、
「
出
雲
風
土
記
』
の
写
本
と
て
も
慶
長
2
年
以
前
に
遡
る
も
の
は
な
い
訳
で
あ
る
か
ら
、
た

と
え
ば
「
大
島
川
L

の
如
き
可
能
性
は
完
全
に
な
い
、
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
現
存
写
本
の
傾
向
と
細
川
家
本
内
部
の
傾
向
に
よ
っ

て
、
目
下
の
と
こ
ろ
は
「
大
鳥
川
」
と
校
訂
す
る
既
説
に
従
う
。
（
3
ベ
下
段
1
4
ベ
上
段
。
傍
点
は
原
文
。
傍
線
は
本
引
用
に
際
し
引
い
た
）

（
5
）
注
（
4
）
遺
稿
序
文
末
尾
に
、
「
二
0
0
0
年
十
二
月
、
八
十
九
才
三
ヶ
月
。
小
野
田
光
雄
L

（
四
ベ
）
と
あ
る
。

小
野
田
光
雄
先
生
談
話
記
録

活
字
化
に
当
つ
て
は
、
談
話
内
容
に
よ
り
見
出
し
を
立
て
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
談
話
毎
に
附
す
。
文
章
が
よ
り
通
る
よ
う
に
、
〔
〕
内
に

さ
な
い

適
宜
語
句
を
補
う
。
先
生
の
用
い
て
お
ら
れ
る
語
句
に
私
の
理
解
で
補
っ
た
語
句
を
、
（
）
内
に
1
ポ
イ
ン
ト
落
し
て
示
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
落

（
）
は
、
先
生
に
よ
る
補
足
説
明
で
あ
る
。
そ
の
他
、
個
人
に
つ
い
て
の
話
題
は
学
問
的
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
生
の
お
人
柄

を
知
る
よ
す
が
と
も
な
る
か
ら
、
「
談
話
七
」
中
の
私
に
関
す
る
一
部
分
を
除
き
、
削
除
し
な
か
っ
た
。

談

琵

昭
和
弘
〈
宵
〉
年
4
月
却
日

同
席
者

黒
川
光
氏
）

「
古
事
記
』
研
究
の
動
機
・
古
事
記
学
会
で
の
活
動

私
は
、
「
日
本
書
紀
』
の
研
究
か
ら
出
発
し
た
。
『
日
本
書
紀
」
を

や
る
に
は
『
古
事
記
』
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
『
古
事
記
」
を

細
か
く
調
べ
始
め
た
と
こ
ろ
で
召
集
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
〔
軍
隊
に
は
〕

日
本
古
典
全
集
〔
本
〕

の
「
古
事
記
』
を
持
っ
て
行
っ
た
。
結
核
に

な
っ
て
陸
軍
病
院
に
居
た
時
に
、
〔
『
古
事
記
」
の
〕
漢
字
索
引
を
作
つ

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

た
こ
の
索
引
に
よ
り
『
古
事
記
』
〔
の
研
究
〕
を
や
ろ
う
と
し
た
ら
、

諸
本
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
そ
の
校
訂
の
仕
事
を
始
め
た
。

軍
〔
隊
〕
か
ら
帰
っ
た
ら
、
植
松
茂
先
生
の
〔
『
古
事
記
』
〕
漢
字

索
引
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
〔
こ
の
索
引
に
〕
ガ
リ
版
刷
り
に
し
て

数
枚
分
の
脱
字
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
植
松
先
生
に
送
っ
た

こ
と
か
ら
、
交
際
が
始
ま
っ
た
。
藤
井
信
男
先
生
が
（
昭
和
お
〈
臼
〉

年
に
）
古
事
記
研
究
会
を
作
っ
た
時
に
、
私
は
、
倉
野
憲
司
先
生
の
紹

九



介
で
入
会
し
た
。
こ
の
時
、
〔
「
古
事
記
」

の
〕
校
本
を
私
が
作
っ
て

い
た
の
で
、
藤
井
先
生
が
「
見
せ
て
く
れ
」
な
ど
言
っ
た
。
最
初
に

大
会
を
聞
い
た
の
が
、
東
大
法
文
学
部
教
室
［
で
あ
る
］
0

（
本
郷
の
東

京
学
芸
大
学
附
属
）
追
分
小
学
校
で
例
会
を
聞
い
た
の
は
、
昭
和
沼

’

（

1）
 

（
百
）
・
お
年
頃
。
黒
田
（
正
夫
）
氏
〔
の
入
会
〕
も
早
か
っ
た
。

中
西
光
雲
氏
の
こ
と

中
西
光
雲
氏
は
祝
詞
の
研
究
書
を
書
い
て
、
園
撃
院
〔
大
学
〕

学
長
に
持
ち
込
ん
だ
。
学
長
は
古
事
記
学
会
を
紹
介
し
た
。
中
西
氏

は
、
そ
の
頃
水
戸
市
に
住
ん
で
お
り
、
後
、
浦
和
市
に
住
ん
だ
。
奥

さ
ん
は
、
霊
が
降
り
る
〔
シ
ャ

l
マ
ン
だ
っ
た
〕
。
朝
、
祝
調
の
一
節

を
氏
が
諦
み
〔
上
げ
〕
、
奥
さ
ん
が
神
想
り
で
言
っ
た
の
を
、
〔
中
西

氏
が
文
字
に
〕
写
し
た
。
こ
れ
の
浄
書
を
私
に
依
頼
し
、
〔
そ
の
仕
事

を
〕
私
が
や
っ
て
い
る
問
（
期
間
）
に
、
〔
中
西
氏
は
〕
死
ん
だ
。

〔
そ
の
文
章
は
〕
全
く
日
本
語
の
構
文
で
な
い
の
で
、
何
度
も
何
度

も
判
ろ
う
と
努
力
し
、
〔
何
と
か
〕
日
本
語
ら
し
い
文
章
に
変
え
よ
う

と
し
た
。
読
後
、
何
と
も
言
え
な
い
、
「
祝
詞
』
や
『
古
事
記
』

「
光
」
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。
不
思
議
な
体
験
で
あ
っ
た
。
は
つ

き
り
と
は
判
ら
ぬ
が
、
上
代
の
書
に
そ
う
し
た
精
神
が
流
れ
て
い
る

。

こ
と
を
知
っ
た
。

中
西
氏
の
奥
さ
ん
は
、
昔
で
言
え
ば
「
口
寄
せ
」
で
あ
る
。
岐
路

に
立
っ
た
時
、
会
社
の
運
命
な
ど
を
知
ろ
う
と
す
る
気
風
が
実
業
界

に
あ
る
。
そ
う
し
た
信
者
が
沢
山
い
る
。
奥
さ
ん
に
も
弟
子
が
い
て
、

献
金
す
る
組
織
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
実
業
家
か
ら
金
が
ふ
ん
だ
ん

に
入
っ
た
。
浦
和
市
に
住
ん
で
い
た
時
〔
に
〕
は
広
壮
な
邸
宅
を
持

ち
、
（
中
に
）
奥
さ
ん
の
神
殿
が
あ
り
、
別
の
一
角
に
中
西
氏
の
家
が

の

あ
っ
て
、
宗
教
書
を
多
量
に
持
っ
て
い
た
。

書
写
か
ら
得
る
も
の

手
で
本
を
写
す
と
、
そ
れ
が
偽
書
か
ど
う
か
判
っ
て
来
る
。
〔
著
者
〕

そ
の
人
〔
自
身
〕
の
書
い
た
字
か
、
〔
書
写
者
が
〕
判
ら
な
い
の
を
そ

の
人
な
り
に
解
釈
し
て
写
し
て
い
る
の
か
、
判
っ
て
来
る
。

注

の

（1
）
黒
田
正
男
氏
。
古
事
記
学
会
の
名
物
会
員
。
「
冶
金
学
が
専
門
で
、

夫
人
が
著
名
な
女
流
登
山
家
で
あ
る
L

と
黒
川
光
氏
よ
り
教
え
ら

れ
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
、
古
事
記
学
会
で
は

「
私
は
素
人
で
す
が
」
と
前
置
き
し
て
か
ら
、
意
見
を
述
べ
た
。
そ



の
説
は
奔
放
で
、
出
席
者
を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
あ

る
時
、
沼
河
比
責
歌
謡
の
「
た
た
き
ま
な
が
り
」
の
語
釈
で
、
「
『
ま

た
が
り
』
で
は
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
と
質
問
し
、
一
同

を
苦
笑
さ
せ
た
場
面
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

初
期
の
古
事
記
学
会
は
、
現
在
の
研
究
職
・
大
学
院
生
を
中
心

と
す
る
純
学
問
的
な
雰
囲
気
と
は
少
し
異
な
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
タ

イ
プ
の
会
員
が
持
論
を
披
漉
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

広
島
県
の
会
員
下
引
地
一
一
一
氏
（
農
業
）
は
、
『
古
事
記
』
の
内
容

は
全
部
農
事
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
る
と
い
う
の
が
持
論
で
、
自
身

の
手
に
よ
る
多
量
の
謄
写
版
本
を
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
古
事

記
学
会
の
公
的
な
席
で
、
太
田
善
磨
氏
が
、
「
ア
マ
チ
ュ
ア
が
私
家

版
で
で
も
著
書
を
刊
行
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
「
古
事
記
』
だ
け
の

現
象
で
、
『
源
氏
物
語
』
な
ど
他
の
作
品
に
は
な
い
。
こ
れ
は
、
「
古

事
記
』
に
そ
う
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨

の
こ
と
を
何
度
か
語
ら
れ
た
の
に
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。

（2
）
古
事
記
学
会
会
員
。
昭
和
却
（
似
）
年
6
月
お
日
古
事
記
学
会

＊
 

大
会
研
究
発
表
会
（
於
京
都
市
北
野
天
満
宮
）
で
、
中
西
光
雲
氏

の
発
表
「
古
事
記
及
び
古
典
の
解
明
と
言
霊
学
」
を
聴
い
た
。
こ

げ
ん
れ
い
が
〈

の
中
で
、
氏
は
「
言
霊
学
」
と
い
う
独
自
の
立
場
か
ら
、
「
古
事

記
」
の
神
名
解
釈
を
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
日
本
語
の
ア
イ
ウ
エ
オ

等
総
て
（
？
）
の
音
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
得
仰
一
言
－
霊
初
働
き
が
あ

る
と
し
て
、
天
之
御
中
主
の
「
ア
」
に
は
「
遍
く
巡
る
」
の
意

（
働
き
）
が
あ
る
、
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。
氏
の
発
表
に
対
す
る
会

場
か
ら
の
反
応
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

＊
＊
 

昭
和
必
（
刊
）
年
6
月
日
日
－

U
日
に
、
古
事
記
学
会
大
会
が

ー

由

宇

＊

也

事

三
重
県
鈴
鹿
市
の
椿
大
社
で
開
催
さ
れ
た
。
中
西
氏
も
夫
人
と
共

に
出
席
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
時
私
は
、
椿
大
社
が
現
在
地
に
建

て
ら
れ
た
の
は
、
中
西
夫
人
の
「
お
告
げ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
知
っ
た
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
上
映
し
た
椿
大
社
制
作
の
映
画
の
中
に

中
西
夫
人
の
活
躍
振
り
が
映
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
映
画
に
よ
っ
て
か
も

し
れ
な
い
）
。

厳
格
な
学
風
の
先
生
が
中
西
氏
の
仕
事
を
お
引
き
受
け
に
な
っ

た
お
話
は
、
全
く
意
外
で
あ
っ
た
が
、
お
人
柄
の
一
面
を
知
っ
た

思
い
が
し
た
。

＊
こ
の
時
先
生
（
満
霊
威
）
は
、
「
現
伝
古
事
記
諸
本
の
原
本
」
と

い
う
御
発
表
を
さ
れ
た
。
そ
の
学
問
に
初
め
て
接
し
、
私
は
深
く

感
動
し
た
。
そ
の
時
の
謄
写
版
プ
リ
ン
ト
は
、
今
も
『
校
本
古
事

記
』
に
挟
ん
で
あ
る
。

＊
＊
先
生
は
6
月
日
日
に
「
開
会
の
辞
」
を
勤
め
ら
れ
、
翌
口
日
に

は
、
「
通
俗
字
混
用
時
代
の
用
字
秩
序
に
つ
い
て
」
と
い
う
御
発
表

を
さ
れ
た
。

＊
＊
＊
当
時
大
会
が
神
社
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
批
判
的
な
雰
囲
気
が

あ
る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
今
日
の
よ
う
に
大
学
を
会
場

と
す
る
の
が
主
流
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
以
降
と
記
憶
す
る
。

議

草

（
昭
和
的
〈
山
由
〉
年
5
月
5
日

上
代
文
献
に
於
け
る
漢
字
の
判
定



「
員
」
と
「
貞
」
、
「
沼
」
と
「
昭
」
等
は
筆
（
書
）
体
が
同
じ
で
あ

る
た
め
、
文
字
そ
の
も
の
か
ら
は
判
定
で
き
な
い
。
全
体
の
文
脈
か

ら
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

談

（
昭
和
印
〈
川
町
〉
年
7
月
凶
日
）

話伝
本
の
種
類

昔
の
本
に
は
〔
同
一
の
本
が
〕
、

2
部
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
清
書
し

た
も
の
（
本
）
と
、
そ
れ
が
元
に
し
た
本
と
で
あ
る
。

議

話

（
平
成
元
〈
W
〉
年
5
月
4
日

四

漢
字
の
編
年
研
究
の
必
要
性

「
本
」
の
字
は
中
国
で
は
「
本
」
の
意
味
は
な
い
が
、
日
本
で
は

「
本
」
の
意
味
に
使
っ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
で
も
古
い
宮
本
で
は
「
本
」

の
意
味

文Z二日
字と
の
帽を

整担
完て

Z新
雪ぷ

~ ~ 
t 用
T川＂＇
ぷ3十、

4キユ
~ ~ 
る悩

だ
か
ら
、

と
元
の
字
体
に
戻
ら
な
い
か
ら
、
字
体
は
偽
書
の
判
断
の
手
掛
り
に

九
H
O
？
Q

。

一一

正
体
字
と
誤
字

『
古
事
記
』
で
は
「
鍛
」
の
意
味
で
「
鍛
」
（
シ
コ
ロ
）
の
｛
壬
乞
用
い

日
体
字
と
違
う
も
の
を
、
総
て

る
例
が
非
常
に
多
い
。
だ
か
ら
、

「
誤
字
」
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

今
日
の
我
々
は
、
清
朝
の
「
康
照
字
典
」
等
に
よ
っ
て
「
正
体
」

の
意
識
を
持
っ
て
い
る
が
、
昔
に
は
昔
の
「
正
体
」
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
真
福
寺
本
〔
「
古
事
記
』
〕

の
文
字
に
は
誤
字
は
少
な
い
。
今

日
の
正
体
で
な
い
文
｛
壬
乞
、
当
時
の
〔
人
々
と
し
て
は
〕
正
体
〔
｛
主

と
し
て
（
の
意
識
で
）
使
っ
て
い
た
の
〔
だ
か
ら
、
こ
れ
〕
を
、
今
日

の
目
で
誤
り
（
字
）
と
見
〔
な
し
〕

て
は
い
け
な
い
。

麻
日
と
麿

「
麻
目
」
が
「
麿
」
と
な
っ
た
の
は
、
官
位
姓
名
を
1
行
で
書
く
公

式
文
書
の
制
約
（
文
書
様
式
）
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

校
訂
上
の
心
得

誤
字
で
も
丁
寧
に
見
れ
ば
、
そ
の
人
が
ど
う
い
う
こ
と
を
考
え
て

誤
っ
た
の
か
、
推
定
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。



小
野
田
先
生
『
古
事
記
註
稗
』
に
つ
い
て

昭
和
田
〈

W
〉
年
U
月
に
解
説
原
稿
を
完
成
し
、
平
成
元
〈
羽
〉

年
3
月
ま
で
に
校
正
を
済
ま
せ
た
。
こ
れ
は
、
黒
川
（
光
）
先
生
と

〔
一
緒
に
〕
や
ろ
う
と
思
っ
た
仕
事
で
あ
る
。
こ
の
月
報
に
、
梅
沢
伊

勢
三
先
生
・
石
井
庄
司
先
生
・
青
木
紀
元
氏
に
〔
原
稿
を
〕
頼
ん
だ

が
、
梅
沢
先
生
は
御
入
院
で
駄
目
に
な
っ
た
。
〔
『
註
稗
」
の
〕
内
容

は
「
古
事
記
裏
書
注
之
』
（
〔
今
回
〕
調
べ
直
し
た
）
、
「
竜
頭
古
事
記
』

（
三
巻
。
『
古
事
記
』
研
究
の
出
発
点
）
、
回
安
宗
武
『
古
事
記
詳
説
』

（
徳
川
家
（
田
安
徳
川
家
）
の
宝
で
実
際
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

無
窮
会
神
習
文
庫
本
を
使
用
）
、
内
山
真
竜
（
真
測
と
仲
が
悪
か
っ
た
。

事庄
記屋
謡で
歌プ
註ラ
」イ

議 E
望詰
稀く、

妻富
豪；
塾T
且~ EB 

年竺

受石
官τぃ
蚕）夫
と）
はの

毒古

〔
の
仲
〕
）
『
古
事
記
標
注
」
を
柱
と
し
、
春
満
・
真
湖
・
宣
長
は
〔
既

に
〕
あ
る
か
ら
、
省
い
た
。
こ
れ
で
、
『
古
事
記
』
注
釈
史
は
大
体
判
る
。

注（1
）
先
生
は
、
仮
名
に
対
す
る
漢
字
の
意
味
で
「
文
字
」

い
て
お
ら
れ
る
。
以
下
同
じ
。

の
語
を
用

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

（2
）
先
生
は
「
正
字
」
で
な
く
、
「
正
体
字
」
と
い
う
語
を
用
い
ら
れ

た。

（3
）
小
野
田
光
雄
『
古
事
記
註
稗
』
（
神
道
大
系
古
典
註
稼
編
ニ
、
神

道
大
系
編
纂
会
、
平
成
2

（
羽
）
年
、
東
京
。

（4
）
宣
長
の
学
説
に
対
し
て
大
い
に
批
判
的
の
意
。
両
者
は
時
代
が

隔
た
る
。

議

（
平
成
5
〈
羽
〉
年
6
月
辺
日
）

話

五

小
野
田
先
生
「
艇
土
記
の
『
套
と
『
恭
』
に
つ
い
て
」

こ
の
よ
う
な
数
字
（
大
字
）
の
書
き
分
け
の
あ
る
文
献
が
奈
良
時
代

の
も
の
（
成
立
）
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
ぬ
が
、
［
少
な
く
と
も
］
奈

良
時
代
の
文
献
が
（
で
は
）
正
統
に
書
き
分
け
て
い
る
、
と
言
え
る
。

「
審
」
を
「
参
」
と
校
訂
し
な
い
の
は
現
代
の
文
字
観
か
ら
見
る
と

無
謀
な
校
訂
と
見
え
る
〔
か
も
し
れ
な
い
〕
が
、
奈
良
時
代
の
文
献

の
殆
ど
は
公
文
書
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
書
き
分
け
を
す
る
の

が
正
統
な
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
の
「
審
」
と
「
参
」
以
外
に
も
、
私
は
全
部
の
文
字
（
数

字
）
に
一
応
当
た
っ
て
い
る
。
私
の
梶
道
大
系
『
古
事
記
』
に
於
て
は
、

『
古
事
記
』
の
数
字
に
全
部
言
及
し
た
。

一一一



『
古
事
記
』
の
（
文
）
字
だ
け
で
も
、
当
時
の
用
字
法
の
見
当
が
つ

く
。
現
代
人
は
、
中
国
の
後
代
の
小
学
類
の
整
理
さ
れ
た
（
文
）
字
を

見
て
、
そ
れ
に
慣
れ
た
目
で
『
古
事
記
』
や
上
代
の
文
献
を
見
る
か

ら
、
そ
れ
ら
の
（
文
）
字
が
逆
に
誤
っ
て
い
た
り
、
崩
れ
た
も
の
と
誤

解
し
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
『
風
土
記
研
究
』
論
文
で
は
、
「
数
（
字
）
」
の
｛
蚕
義
に
つ
い
て

触
れ
て
い
な
い
た
め
判
り
に
く
い
が
、
（
養
老
令
）
公
式
令
だ
け
で
は

「
数
（
字
こ
の
定
義
は
判
り
に
く
い
。
実
際
の
〔
古
〕
文
書
に
当
た
る

と
そ
れ
が
判
る
。
戸
籍
の
場
合
は
年
齢
が
大
切
だ
か
ら
こ
れ
を
大
字

に
し
て
、
他
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
計
会
帳
も
合
計
が

大
字
で
、
内
訳
が
小
字
〔
で
あ
る
〕
。
合
計
が
大
切
で
、
内
訳
は
説
明

に
当
た
る
。
だ
か
ら
『
出
雲
国
風
土
記
』

の
「
意
字
郡
郷
査
拾
里
品
川
」

〈カ
l
ド
の
マ
マ
〉
と
い
う
書
き
分
け
は
、
正
し
い
（
正
統
な
）
の
で
あ
る
。

注（l
）
小
野
田
光
雄
「
風
土
記
の
「
套
』
と
「
恭
」
に
つ
い
て
」
『
風
土

記
研
究
」
第
日
号
、
風
土
記
研
究
会
、
平
成
5
（
幻
）
年
6
月
、
大

阪
市
。

（2
）
小
野
田
光
雄
校
注
「
古
事
記
』
（
神
道
大
系
古
典
編
二
、
神
道
大

四

系
編
纂
会
、
昭
和
白
（
打
）
年
、
東
京
。

談

平
成

5
〈

川

町

〉

年

9
月
口
日

話

....... ，、
漢
字
の
字
体
の
時
代
性
と
校
訂
上
の
注
意

今
日
の
「
穏
」
（
オ
ダ
ヤ
カ
）
と
い
う
字
は
、
奈
良
時
代
に
は
「
隠
」

と
書
く
の
が
一
般
的
で
、
こ
れ
は
中
国
に
於
て
も
同
じ
［
で
あ
る
］
。

だ
か
ら
、
「
隠
」
を
「
穏
」
の
誤
り
と
校
訂
し
て
は
い
け
な
い
。

「
賛
」
（
ス
ノ
コ
）
の
字
も
、
「
筈
」
と
書
く
の
が
奈
良
時
代
〔
で
〕
は

一
般
的
。
こ
れ
は
、
カ
ブ
ラ
（
ナ
）
の
著
（
脊
）
と
も
似
る
が
、
両
者

を
文
脈
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
「
害
」
を
「
費
」
に
校

訂
し
た
り
、
「
賛
」
の
誤
り
と
〔
校
訂
〕
し
て
は
い
け
な
い
。

中
国
の
一
時
期
の
あ
る
使
用
法
が
、
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

同
じ
意
味
を
表
わ
す
文
字
が
、
時
代
に
よ
っ
て
使
わ
れ
方
を
異
に
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
は
い
け
な
い
。

談

平
成
6
〈

川

出

〉

年

7
月
3
日

話

七

卜
部
兼
永
筆
本
『
古
事
記
』
閲
覧
の
こ
と
な
ど



兼
永
筆
本
『
古
事
記
』
に
は
、
本
の
途
中
で
兼
永
書
写
以
前
の
書

写
に
変
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
文
言
が
、
綴
じ
代
の
箇
所
に
あ
る

〔
。
そ
の
〕
こ
と
は
以
前
か
ら
写
真
で
判
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
何
が

書
い
て
あ
る
か
、
実
物
を
見
せ
て
貰
っ
た
時
に
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
所
有
者
の
）
雰
囲
気
で
は

な
か
っ
た
。

私
は
、
戦
後
一
般
が
写
真
に
撮
っ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
、
古
賀

精
一
氏
（
撮
影
は
写
真
屋
）
の
焼
増
し
て
く
れ
た
も
の
を
持
っ
て
い

る
。
〔
複
製
本
の
な
か
っ
た
兼
永
筆
本
『
古
事
記
』
と
は
異
な
り
、
〕

山
田
孝
雄
氏
の
真
福
寺
本
「
古
事
記
』
の
複
製
本
は
、
（
敗
）
戦
後
古

本
屋
に
沢
山
出
た
。

西
国
長
男
先
生
と
昭
和
田
（
剖
）
年
頃
京
都
の
両
足
院
で
両
足
院
本

「
日
本
書
紀
』
を
見
せ
て
貰
っ
た
時
、
西
田
先
生
が
、
「
こ
う
い
う
所

は
収
入
が
な
い
か
ら
、
本
な
ど
見
せ
て
生
活
の
足
し
に
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
お
礼
を
沢
山
包
ま
ね
ば
駄
目
だ
」
と
言
っ
て
、
事
前
に
用

意
し
た
5
万
円
を
渡
し
た
。
す
る
と
、
次
々
に
沢
山
の
本
を
見
せ
て

く
れ
た
。
私
は
、
こ
う
い
う
心
得
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
兼
永
筆

本
「
古
事
記
』
を
鈴
鹿
家
で
見
せ
て
貰
っ
た
時
に
し
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
、

2
固
ま
で
は
見
せ
て
く
れ
た
が
、

3
回
目
か
ら
断
わ
ら
れ
た
。

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

上
代
文
献
に
於
け
る
漢
字
の
使
用
法

『
風
土
記
研
究
」
に
発
表
し
た
「
奉
」
と
「
恭
」
の
違
い
に
つ
い
て

は
、
神
道
大
系
『
古
事
記
」
の
（
最
初
の
方
に
書
い
て
あ
る
。
「
古
京
遺

文
注
釈
」
を
初
め
、
上
代
の
（
に
於
け
る
）
文
字
の
扱
い
〔
方
〕
に
関

し
て
、

一
般
［
的
］
に
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
締
論
」
を
「
糸

論
」
に
翻
字
し
た
の
は
い
け
な
い
。
偏
・
冠
に
関
す
る
上
の
字
と
下

の
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
、
中
国
で
は
神
経
を
使
っ
て
い
た
。
「
万
侶
」
で

〔
は
〕
な
く
、
「
高
侶
」
と
書
く
の
が
、
当
時
の
人
々
の
感
覚
〔
で
あ

る
〕
。
「
万
葉
」
で
な
く
「
高
葉
」
が
当
時
と
し
て
は
正
規
の
表
記
〔
で

あ
る
〕
。

「
害
」
は
「
費
」
と
通
用
す
る
。
「
筈
・
費
」
と
「
普
」
と
の
区
別

は
、
竹
冠
の
存
在
に
よ
っ
て
い
る
。
「
穏
」
（
オ
ダ
ヤ
カ
）
と
「
隠
」

の
区
別
も
一
般
の
研
究
者
は
ル
ー
ズ
に
扱
っ
て
い
る
。
「
穏
」
は
も
と

（
古
く
）
は
「
隠
」
で
、
中
国
で
も
日
本
で
も
「
穏
」
は
ほ
と
ん
ど
使

わ
な
か
っ
た
。
「
隠
」
を
単
に
「
穏
」
の
異
体
字
と
す
る
の
は
、
用
字

法
の
区
別
（
ル
l
ル
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
を
判
っ
て
い
な

い
〔
か
ら
だ
〕
。
こ
う
い
う
こ
と
を
現
在
本
と
し
て
纏
め
た
い
の
が
希

望
だ
が
、
家
内
の
病
気
で
で
き
な
い
。

二五



扶
（
欺
、
以
下
同
じ
）
は
、
『
古
事
記
』
で
は
与
（
輿
、
以
下
同
じ
）
と

の
み
書
き
、
こ
れ
を
扶
の
異
体
字
と
（
一
般
に
？
）
し
て
い
る
が
、
〔
こ

れ
は
問
題
。
〕
扶
は
与
よ
り
後
に
出
来
た
文
字
。
上
と
下
の
文
字
の
筆

体
の
バ
ラ
ン
ス
と
、
上
に
あ
る
文
字
に
よ
っ
て
意
味
が
変
る
の
で
、

変
ら
な
い
よ
う
に
偏
や
冠
を
附
け
加
え
る
（
こ
と
が
三
固
な
い
し
唐
代
あ

た
り
か
ら
出
て
来
た
）
。
扶
も
上
に
画
数
の
多
い
字
が
来
る
時
に
、
欠
を

加
え
て
で
き
た
字
〔
で
あ
る
〕
。

こ
う
し
た
文
字
の
使
い
方
の
ル
l
ル
は
、
敦
短
文
書
（
青
山
学
院

（
大
学
）
に
大
部
分
の
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
）
を
点
検
す
る
と
判
る
。
こ

う
い
う
ル
l
ル
に
つ
い
て
、
中
国
人
は
や
か
ま
し
か
っ
た
。
そ
う
し

た
ル
l
ル
を
知
る
た
め
の
入
門
書
と
し
て
は
、
陳
垣
撰
『
校
勘
学
釈

例
」
（
中
華
書
局
、
百
、
北
京
）
、
楊
生
編
著
「
古
書
難
字
釈
例
』
（
文
苑

書
屋
出
版
、
官
、
香
港
）
、
陳
独
秀
「
字
義
類
例
』
（
実
用
書
局
、

W
〈
影
印

本
〉
、
香
港
）
等
が
あ
る
（
〔
東
京
神
田
の
〕
山
本
書
店
に
あ
る
）
。

今
の
研
究
者
は
「
康
照
字
典
」
を
基
準
に
す
る
が
、
こ
れ
は
つ
い

最
近
出
来
た
も
の
で
、
長
い
時
聞
か
か
っ
て
整
理
さ
れ
た
文
字
学
の

成
果
な
の
だ
か
ら
、
古
い
時
代
の
文
字
研
究
に
は
古
い
時
代
の
字
書

を
資
料
に
し
な
け
れ
ば
、
判
ら
な
い
。

「
隠
」
を
「
穏
」
の
異
体
字
と
単
に
処
理
し
て
も
、
解
決
に
〔
は
〕

ニムハ

な
ら
な
い
。
時
代
時
代
の
用
字
差
が
あ
る
か
ら
〔
で
あ
る
〕
。
〔
こ
の

用
字
差
は
、
〕
金
石
文
の
時
代
判
定
〔
の
手
掛
り
〕
に
な
る
。
「
高
侶
」

を
「
万
侶
」
と
は
殆
ど
書
か
な
い
の
が
当
時
（
上
代
）
の
原
別
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
〔
私
の
〕
『
神
道
古
典
研
究

の
論
文
で
あ
る
。

会
報
』

奈
良
時
代
の
文
字
の
研
究
に
は
〔
単
に
〕
字
体
だ
け
で
な
く
、
〔

つ
一
つ
の
漢
字
の
〕
歴
史
性
と
、
当
時
は
ま
だ
文
字
の
動
い
て
い
た

時
代
（
人
偏
を
取
っ
た
り
附
け
た
り
す
る
）
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
文

字
の
使
わ
れ
た
背
景
、
文
字
を
使
っ
た
人
々
と
そ
の
歴
史
も
念
頭
に

こ
う
い
う
仕
事
は
、
主
婦
で
も
で
き
る

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仕
事
だ
と
思
う
。

書
体
研
究
の
必
要
性
と
真
福
寺
本
『
古
事
記
』

古
い
〔
時
代
の
〕
文
字
を
見
る
（
研
究
す
る
）
時
に
は
、
も
う
一
つ
、

書
風
（
書
体
）
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

「
阿
」
を
「
陶
」
、
「
嶋
」
を
「
鳴
」
、
「
見
」
を
「
見
」
と
書
く
（
古
い

中
国
・
韓
国
（
朝
鮮
）
〔
で
〕
も
同
じ
）
が
、
こ
う
い
う
こ
と
は
、
平

安
時
代
に
な
る
と
な
く
な
る
。
「
嶋
」
を
「
常
」
〈
カ
l
ド
の
ま
ま
造
字

・
：
服
部
〉
と
書
く
の
は
、
「
鳴
」
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
真
福
寺
本



〔
『
古
事
記
』
〕
に
は
、
そ
れ
〔
ら
の
古
い
書
体
〕
が
残
っ
て
い
る
。
こ

う
い
う
こ
と
は
、
〔
私
の
〕
神
道
大
系
『
古
事
記
』
で
一
応
扱
っ
て
い

る。
こ
の
こ
と
は
、
真
福
寺
本
〔
『
古
事
記
』
〕
が
、
必
ず
し
も
（
室
町
時

代
以
前
の
）
古
い
時
代
に
書
か
れ
た
証
拠
〔
に
な
る
の
〕

で
は
な
く
、

真
福
寺
本
の
書
写
者
が
古
い
字
（
書
）
体
を
手
本
に
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
日
本
で
は
、
仏
教
関
係
者
が
そ
う
い
う
字
（
書
）
体
を
受
け

継
い
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
の
古
写
本
で
あ
る
興
福

寺
本
（
写
真
複
製
本
）
を
見
る
と
非
常
に
字
（
書
）
体
が
古
い
。
〔
し

か
し
、
〕
こ
こ
で
は
、
「
安
隠
」
を
「
安
穏
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
こ

の
〔
写
〕
本
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
古
い
字
（
書
）

体
の
研
究
に
役
立
つ
。
こ
の
本
は
、
成
立
時
代
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

真
福
寺
本
『
古
事
記
』
は
室
町
〔
時
代
〕
の
も
の
だ
が
、
写
さ
れ

た
原
本
は
古
い
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
〔
原
本
の
〕
古
い
字
（
書
）
体

を
理
解
し
て
、
比
較
的
忠
実
に
写
し
て
い
る
。
〔
書
写
者
が
〕
寺
院
関

係
者
だ
か
ら
〔
で
あ
る
〕
。
公
家
達
は
新
し
い
も
の
を
次
々
と
求
め
た

が
、
僧
ほ
ど
保
守
的
な
も
の
は
な
い
し
、
師
匠
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と

を
相
伝
す
る
人
達
だ
か
ら
、
古
い
書
体
が
寺
院
関
係
に
残
っ
た
の
だ

ろ
う
。
真
福
寺
本
『
古
事
記
」
に
古
い
書
風
が
残
っ
た
の
は
、
そ
の

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

た
め
だ
と
思
う
。

書
風
の
別
の
例
を
挙
げ
る
と
、
「
人
」
・
「
谷
」
と
太
く
払
う
と
こ
ろ

〔
が
あ
る
〕
。
奈
良
時
代
の
計
帳
、
興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
」
も
皆

こ
の
書
風
〔
で
あ
る
〕
。
こ
れ
は
日
本
人
だ
け
が
し
た
の
で
は
な
く
、

敦
短
文
書
を
見
る
と
、
中
国
で
も
そ
う
だ
つ
た
〔
こ
と
が
判
る
〕
。
し

か
も
、
そ
れ
が
師
匠
の
書
風
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
違
う
。

こ
の
奈
良
時
代
の
書
風
に
つ
い
て
、
「
塩
」
の
字
に
関
し
山
田
俊
雄

氏
が
、
「
ぐ
ん
し
ょ
」
日
号
で
「
古
い
文
献
の
文
字
の
再
現
」
と
し
て

書
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
は
神
道
大
系
『
古
事
記
』
の
「
塩
」
の

と
こ
ろ
で
、
既
に
書
い
て
い
る
。

私
は
新
し
い
『
古
事
記
大
系
』
に
数
字
の
大
字
に
つ
い
て
書
い
た
。

〔
そ
う
し
た
ら
、
〕
「
査
」
を
「
一
」
、
「
高
」
を
「
万
」
に
変
え
て
印
刷

し
た
。
こ
れ
で
は
、
（
養
老
令
の
公
式
令
に
規
定
の
あ
る
）
大
字
に
な
ら
な

ぃ
。
あ
あ
い
う
所
（
印
刷
所
）
は
乱
暴
な
こ
と
を
す
る
も
の
だ
。

手
作
業
と
パ
ソ
コ
ン

こ
う
い
う
字
（
書
）
体
の
研
究
は
、
今
は
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
の
で
や

り
易
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
な
い
こ
と

で
得
る
収
穫
も
あ
る
筈
だ
か
ら
、
利
用
し
な
い
研
究
方
法
〔
に
〕
も

七



存
在
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

パ
ソ
コ
ン
は
便
利
か
も
し
れ
な
い
が
、
俗
世
界
の
丈
章
を
書
く
に

は
い
い
に
し
て
も
、
学
問
は
ま
た
別
で
、
〔
手
作
業
に
は
〕
途
中
で
収

（叩）

穫
も
あ
る
し
、
〔
何
よ
り
も
〕
学
問
は
そ
の
人
の
生
き
方
な
の
だ
か
ら
。

〔
上
代
の
〕
文
字
を
研
究
す
る
の
で
（
焼
付
）
写
真
を
貸
し
て
く
れ
な

い
か
、
と
（
若
い
人
が
）
言
っ
て
来
た
が
、
「
私
は
書
陵
部
に
日
参
し
た

り
、
写
本
を
半
年
も
借
り
て
手
許
に
置
い
て
研
究
し
た
か
ら
、
写
真

は
持
っ
て
ま
せ
ん
」
と
返
事
〔
を
〕
し
た
。
今
の
人
は
パ
ソ
コ
ン
で

資
料
が
手
に
入
る
の
で
、

日
参
し
て
ま
で
研
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

が
な
い
よ
う
だ
。
「
時
代
遅
れ
」
と
い
う
こ
と
が
学
問
に
〔
と
っ
て
〕

ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
〔
の
〕
か
、
ま
た
問
題
で
、
時
代
遅
れ
の
人

聞
の
や
っ
た
仕
事
が
後
世
に
残
る
の
で
は
な
い
か
。

研
究
者
達
の
思
い
出

倉
野
憲
司
先
生
は
、
自
分
が
初
め
て
『
古
事
記
』

の
丈
学
性
を
認

め
た
、
と
自
認
し
て
お
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
既
に
明
治
時
代
に
唱

え
た
人
が
い
る
。
山
田
孝
雄
氏
は
倉
野
先
生
よ
り
も
右
傾
の
人
で
、

『
古
事
記
」
の
文
学
性
を
全
く
認
め
な
い
人
だ
〔
っ
た
〕
か
ら
、
一
一
人

は
仲
が
悪
か
っ
た
。

J¥ 

シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
（
「
古
事
記
」
石
之
日
責
命
歌
謡
の
「
佐
斯
夫
」
に
当
た

る
と
す
る
説
が
あ
る
）
は
醜
聞
科
で
、
榊
は
椿
の
仲
間
。
石
井
庄
司
先

生
は
奈
良
県
の
生
ま
れ
で
、
生
地
で
は
榊
を
サ
シ
ブ
と
言
っ
て
い
る

と
い
う
。
シ
ヤ
シ
ャ
ン
ボ
は
今
花
盛
り
。
両
者
は
木
の
姿
や
葉
の
質

が
違
う
の
に
混
同
し
た
の
は
、
両
者
と
も
神
事
に
使
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
。

石
井
先
生
は
上
代
文
学
研
究
の
関
係
で
折
口
信
夫
に
目
を
掛
け
ら

れ
た
と
い
う
。
折
口
氏
は
、
石
井
先
生
の
研
究
が
参
考
に
な
る
、
と

思
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
井
先
生
は
（
敗
）
戦
後
、
国
語
教
育
と
二
股

を
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

植
垣
節
也
氏
は
、
水
野
祐
氏
の
仕
事
を
全
面
的
に
信
頼
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
「
風
土
記
研
究
』
の
〔
投
稿
〕
原
稿
を
没
に
す
る
時
、

水
野
氏
の
説
の
引
用
が
あ
る
場
合
、
「
水
野
説
は
良
く
検
討
し
て
か
ら

が
良
い
」
と
い
う
評
を
書
い
て
い
る
。
植
垣
氏
は
、
今
仏
教
大
学
で

教
え
て
い
る
。
秋
本
吉
徳
氏
は
静
岡
大
学
か
ら
東
京
大
学
に
出
て
来

る
時
、
植
垣
氏
の
紹
介
で
私
の
家
に
3
四
位
来
た
。

昭
和
刊
年
代
の
古
事
記
学
会
大
三
島
大
会
が
、
あ
な
た
と
初
め
て

話
を
交
し
た
時
だ
っ
た
。
（
日
月

m旦
早
朝
、
大
山
祇
神
社
の
側
の
誰

も
い
な
い
丘
の
上
で
あ
な
た
に
会
っ
た
。
そ
の
時
、
白
い
ワ
イ
シ
ヤ



ツ
を
着
て
い
た
。
あ
の
時
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
正
の
上
に

見
た
こ
と
の
な
い
植
物
が
生
え
て
い
た
の
で
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
植

え
た
。
後
で
、
そ
れ
が
ス
イ
カ
ズ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
今
も

石
垣
に
生
え
る
が
、
そ
の
花
が
咲
く
と
い
つ
も
あ
の
日
の
こ
と
を
思

しミ

出
す

注（1
）
こ
の
時
の
談
話
で
あ
っ
た
か
、
今
記
録
（
カ
l
ド
）
が
見
つ
か

ら
な
い
（
印
象
的
で
あ
っ
た
た
め
、
記
録
を
取
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ

る
）
の
だ
が
、
複
製
本
『
卜
部
兼
、
水
筆
本
古
事
記
」
（
原
本
所
蔵
鈴

鹿
勝
解
題
西
団
長
男
、
勉
誠
社
、
昭
和
田
〈
羽
〉
年
、
東
京
）
を
話

題
に
さ
れ
た
際
に
、
先
生
は
「
西
国
先
生
の
解
題
は
、
私
が
書
い

た
し
と
仰
し
ゃ
っ
た
。

同
書
の
凡
例
を
見
る
と
、
「
付
記
」
と
し
て
、
「
（
前
略
、
服
部
）

解
題
を
執
筆
さ
れ
た
西
国
長
男
先
生
は
、
本
書
の
校
正
を
半
に
し

て
突
如
長
逝
の
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
計
ら
ず
も
先
生
の
絶
筆
と

な
っ
た
本
書
を
世
に
送
る
者
と
し
て
、
先
生
の
み
魂
の
安
ら
か
な

ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
六

年
四
月
十
日
出
版
者
」
（
2
ベ
）
と
あ
る
。
一
方
、
西
田
氏
の
解
説

の
末
尾
に
は
、
「
こ
の
解
題
執
筆
に
当
た
っ
て
惜
み
な
く
協
力
せ
ら

れ
た
小
野
田
光
雄
博
士
の
御
好
意
に
対
し
て
あ
っ
く
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
o
」
（
但
ベ
）
と
あ
る
。
先
生
の
「
私
が
書
い
た
」
の
意
味

小
野
回
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

が
、
解
題
の
総
て
な
の
か
、
そ
れ
と
も
相
当
の
部
分
な
の
か
私
は

お
尋
ね
し
な
か
っ
た
が
、
格
別
驚
い
た
記
憶
は
な
い
。

（
2
）
「
談
話
五
」
注
（
2
）
書
関
ペ

l
uぺ。

（3
）
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
科
が
、

ω
Eロ
H
g
r
（
敦
埋
文
献
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
胤
リ
ー
ル
、
東
洋
文
庫
・
ピ
F
E弓
回
『
H
E
各
冨
ロ
持
ロ
ヨ
出

版
、
丸
善
発
売
）
を
所
蔵
。

（4
）
小
野
田
光
雄
「
上
代
の
人
名
表
記
の
『
マ
ロ
』
と
『
太
安
寓
侶
』
」

『
神
道
古
典
研
究
』

l
、
神
道
古
典
研
究
会
編
、
昭
和
弘
（
W
）
年

目
月
、
東
京
。

（5
）
先
生
の
御
研
究
は
、
根
気
さ
え
あ
れ
ば
誰
に
で
も
で
き
る
と
お

思
い
の
よ
う
で
あ
る
。

（6
）
園
皐
院
大
学
で
の
古
事
記
学
会
月
例
研
究
会
終
了
後
、
東
急
東

横
線
の
渋
谷
駅
よ
り
横
浜
駅
（
先
生
の
お
住
ま
い
の
最
寄
駅
は
京
浜
急

行
浦
賀
駅
で
あ
っ
た
）
の
聞
を
、
お
伴
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

年
月
日
を
記
憶
し
な
い
が
、
あ
る
時
車
中
で
私
は
、
「
真
福
寺
本

「
古
事
記
」
の
字
は
上
手
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
質
問
し
た
こ
と

が
あ
る
。
先
生
は
、
「
さ
あ
、
下
手
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う

が
、
元
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
〔
古
態
の
〕
文
｛
壬
乞
理
解
す
る
能

力
の
あ
る
者
が
、
二
疋
の
ス
ピ
ー
ド
で
書
写
し
た
も
の
で
し
ょ
う

ね
」
と
お
答
え
に
な
っ
た
。
先
生
は
こ
の
時
の
質
問
を
記
憶
し
て

お
ら
れ
、
後
に
話
題
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

（7
）
山
田
俊
雄
「
古
い
丈
献
の
文
字
の
再
現
」
『
季
刊
ぐ
ん
し
ょ
」
再

刊
第
印
日
号
（
第
日
巻
第
4
号
）
、
続
群
書
類
従
完
成
会
編
集
発
行
、
平

成
4
（
幻
）
年
目
月
、
東
京
。

九



（8
）
未
確
認
。

（9
）
小
野
田
光
雄
「
古
事
記
の
大
字
『
容
』
に
つ
い
て
」
「
古
事
記
の

言
葉
』
（
古
事
記
研
究
大
系
日
）
、
古
事
記
学
会
編
、
高
科
書
店
、
平

成
7
（
羽
）
年
、
東
京
。

（
叩
）
記
録
カ
l
ド
に
な
い
が
、
横
須
賀
市
の
は
ず
れ
に
住
み
、
高
等

学
校
（
定
時
制
と
伺
っ
た
）
の
教
諭
で
御
研
究
を
続
け
ら
れ
た
先
生

が
、
あ
る
時
「
私
に
は
一
つ
の
こ
と
が
判
る
の
に
何
年
も
か
か
り

ま
す
も
の
で
」
と
仰
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
カ
l
ド
に
は
な
い
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
話
題
の
時
、

「
遠
回
り
を
す
る
の
も
学
問
の
方
法
で
す
か
ら
」
と
仰
し
ゃ
っ
た

（
平
成
日
〈
仰
v

年
4
月
日
日
談
話
）

O

（
日
）
初
め
て
黒
川
光
氏
と
お
宅
に
上
っ
た
時
、
庭
先
に
1
畳
半
程
の

温
室
を
作
り
、
東
洋
蘭
と
山
野
草
を
栽
培
し
て
お
ら
れ
た
。
勉
強

ば
か
り
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
予
想
外
だ
っ

た
。
先
生
は
植
物
の
話
題
を
好
ま
れ
、
「
談
話
こ
の
時
に
も
一

頻
り
あ
っ
た
。
学
問
以
外
の
こ
と
で
個
人
を
話
題
に
さ
れ
た
こ
と

を
記
憶
し
な
い
。

（
ロ
）
未
検
証
。

＊

＊

＊

 

（
日
）
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
と
榊
の
混
同
の
お
話
は
、
川
越
い
ち
子
氏
（
大

妻
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
生
）
の
「
古
事
記
「
佐
斯
夫
』
考
」

（
『
大
妻
国
文
』
M
号
、
昭
和
団
〈
官
〉
年
3
月
、
東
京
）
を
念
頭
に
置
い

て
お
ら
れ
る
。

＊
私
の
実
地
検
証
で
は
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
思
う
。

原
論
文
で
は
、
事
情
に
よ
り
服
部
旦
名
と
な
っ
て
い
る
。

＊ 
＊ 

四
0 

「
古
事
記
研
究
文
献
目
録
雑
誌
論
文
編
』
（
古
事
記
学
会
編
、
図
書

刊
行
会
発
行
、
昭
和
白
〈
羽
〉
年
初
版
、
東
京
）
で
は
、
川
越
氏
名

と
な
っ
て
い
る
。

（M
H
）
植
垣
節
也
氏
・
秋
本
土
口
徳
氏
（
ほ
か
に
故
八
木
毅
氏
）
と
先
生

は
、
『
風
土
記
研
究
』
創
刊
時
の
編
集
委
員
。

（
日
）
昭
和
記
（
市
川
）
年
日
月
お
日
－

m日
古
事
記
学
会
大
会
、
於
愛

媛
県
伊
予
大
三
島
大
山
祇
神
社
。
却
日
に
先
生
は
「
古
事
記
文
字

復
元
」
と
い
う
御
発
表
を
な
さ
っ
た
。

談

言百

平
成
8

〈

M

四
〉
年
2
月
詣
日

}¥ 

漢
字
の
伝
来
と
力
正
字
H

中
国
に
於
て
は
、
仏
典
に
書
く
文
字
と
仏
典
以
外
に
書
く
文
字
と

を
厳
密
に
区
別
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、

日
本
に
入
っ
た
漢
字
は

仏
典
に
大
き
な
比
重
が
あ
り
、
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
ご
つ

ち
ゃ
な
状
態
に
於
て
「
正
字
」
と
い
う
概
念
を
立
て
る
と
、
混
乱
が

生
ず
る
。

「
嶋
」
と
「
島
」

古
代
日
本
に
於
て
は
、
「
嶋
」
が
全
部
で
、
「
島
L

と
は
書
か
な
い
。

何
時
か
ら
「
島
」
と
い
う
字
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
か
は
ま
だ
判
ら



な
い
が
、
現
在
の
予
測
で
は
、
室
町
時
代
中
期
頃
と
い
う
感
触
を
持

っ。
家
内
は

3
年
前
に
手
術
し
、
今
年
の

4
月
で
丸
3
年
と
な
る
。

3

年
を
無
事
に
経
過
す
れ
ば
、
希
望
が
持
て
る
。
し
か
し
、
数
日
前
か

ら
腹
に
痛
み
を
感
じ
て
お
り
心
配
。
〔
こ
の
〕

4
月
に
「
嶋
と
島
」
の

研
究
発
表
を
古
事
記
学
会
〔
例
会
〕
で
行
な
い
た
い
。
中
村
啓
信
氏

か
ら
お
申
山
山
の
あ
っ
た
新
著
の
出
版
祝
は
、
そ
の
発
表
後
さ
さ
や
か

な
形
式
で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
本
カ
l
ド
の
服
部
原
注
）

平
成
8
（
羽
）
年
3
月
1
日
朝
お
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
奥
様
の
お
具

合
が
悪
く
な
っ
た
た
め

4
月
の
研
究
発
表
は
中
止
し
た
い
、
と
い
う

（

2）
 

御
意
向
で
あ
っ
た
。

注（1
）
小
野
田
光
雄
『
古
事
記
釈
日
本
紀
風
土
記
の
文
献
学
的
研

究
」
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
8
（
%
）
年
2
月
初
日
、
東
京
。

本
書
の
出
版
は
、
中
村
啓
信
氏
の
尽
力
に
負
う
。
本
書
巻
末
の

業
績
目
録
の
通
り
、
先
生
が
択
ば
れ
た
論
文
が
収
録
さ
れ
た
に
止

ま
る
が
、
地
味
な
御
研
究
が
眼
に
触
れ
易
く
な
っ
た
の
は
有
難
い

こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
出
版
に
関
す
る
中
村
氏
の
次
の
言
葉
が
、

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

2 

印
象
的
で
あ
る
。
即
ち
、

神
道
大
系
刊
行
会
は
、
小
野
田
先
生
の
『
古
事
記
』
の
た
め

に
刊
行
費
用
の
半
分
を
注
ぎ
込
ん
だ
。
担
当
者
か
ら
、
「
一
体
、

そ
こ
ま
で
し
て
や
る
価
値
が
あ
る
（
本
な
）
の
で
し
ょ
う
か
ヲ
」

と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
「
や
る
価
値
が
あ
る
」
と
答
え
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
先
生
は
出
来
上
っ
た
本
に
御
不
満
を
漏
ら
し

た
。
小
野
田
先
生
の
論
文
を
組
め
る
技
術
を
持
つ
出
版
社
は
少

な
い
が
、
先
生
の
要
求
す
る
レ
ベ
ル
が
高
す
ぎ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
（
平
成
6
〈
川
出
〉
年
ロ
月
中
旬
電
話
。
中
村
氏

御
自
身
も
、
神
道
大
系
『
古
事
記
」
組
版
の
い
き
さ
つ
を
、
「
は
じ
め
に
」

注
（
l
）
追
悼
文
〈
3
ベ
〉
に
書
い
て
お
ら
れ
る
）

以
後
、
こ
の
御
発
表
も
出
版
祝
も
な
く
終
っ
た
。

談

平
成
日
〈
川
町
〉
年
9
月
白
日
電
話
）

話

九

『
鑑
真
帖
」
偽
書
説

太
田
善
磨
先
生
の
追
悼
記
念
の
本
に

「
安
穏
・
安
隠
」
を
書
い
た

が
、
『
鑑
真
帖
」
は
偽
物
（
書
）

0

鑑
真
が
お
経
を
借
り
る
た
め
の
文
書

で
あ
る
『
鑑
真
帖
」
が
、
偽
物
（
書
）
と
い
う
説
は
前
か
ら
あ
っ
た
。

2
ヵ
所
程
小
さ
な
字
で
の
注
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
。

〔
こ
の
中
で
〕
「
安
穏
」
を
「
穏
」
と
書
く
け
れ
ど
も
、
奈
良
時
代
は

盲
人
だ
し
、

四



全
部
「
隠
」
で
あ
る
。

嶋
字
と
『
常
陸
国
風
土
記
』
偽
音
一
回
説

〔
同
じ
論
文
の
中
で
〕
「
常
陸
国
風
土
記
』
も
後
世
の
も
の
、
と
室
田

き
た
か
っ
た
が
、
勇
気
が
な
く
て
そ
こ
ま
で
書
け
な
か
っ
た
。
『
常
陸

国
風
土
記
』
が
、
「
鹿
嶋
」
〔
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
を
「
香
島
」
と

書
く
の
は
、
非
常
に
珍
し
い
。
古
文
書
を
元
に
、
鹿
島
神
宮
の
藤
原

氏
の
者
が
書
い
た
も
の
だ
と
思
う
。
「
天
皇
」
の
呼
称
の
問
題
か
ら
も
、

新
し
い
も
の
だ
と
言
お
う
と
思
っ
た
。

「
嶋
」
の
烏
は
、
奈
良
時
代
は
十
一
一
函
（
烏
）
。
そ
れ
が
平
安
時
代

に
な
る
と
、
十
一
画
（
烏
）
と
な
る
。
「
嶋
と
島
」
は
、
用
例
が
集
ま

り
過
ぎ
て
l
冊
の
本
に
な
る
位
で
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
書
け
る
か

心
配
だ
。

注（1
）
小
野
田
光
雄
「
上
代
文
献
の
『
安
隠
』
に
つ
い
て
」
「
古
事
記
・

日
本
書
紀
論
叢
』
、
太
田
善
麿
先
生
追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
、
群

書
発
行
、
平
成
日
（
的
）
年
、
東
京
。

四

談

話

平
成
ロ
〈
W
〉
年
9
月
7
日
電
話
）

十

嶋
字
の
原
稿
に
つ
い
て

現
在
「
嶋
」
の
字
の
歴
史
を
整
理
中
。
上
代
日
本
で
は
〔
自

g
z
Eの
意
に
〕
「
島
」
の
字
は
用
い
ず
、
総
て
「
嶋
」
の
字
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
調
査
結
果
で
あ
る
。
こ
の
「
嶋
」
の
字
に
基
き
、
『
常
陸

国
風
土
記
」
は
偽
書
だ
、
と
い
う
説
を
提
示
し
た
い
。

（

1
）
 

そ
の
材
料
の
み
を
手
書
き
に
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
配

り
た
い
。
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
、
こ
の
材
料
に
基
い
て
論
文
を
書
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
卸
歳
（
9
月
お
日
で
満
却
歳
）
だ

か
ら
、
寿
命
が
あ
る
か
ど
う
か
判
ら
な
い
。

注（
l
）
先
生
か
ら
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
伺
わ
な
か
っ
た
。
後
に
、
青
木

周
平
氏
よ
り
「
談
話
十
こ
の
原
稿
と
同
じ
も
の
が
、
中
村
啓
信

氏
の
許
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
（
平
成
日
〈
官
〉
年
3
月
幻
日

古
事
記
学
会
関
西
部
会
研
究
発
表
会
座
談
）
。
そ
の
後
、
「
は
じ
め
に
」

注
（
1
）
中
村
氏
追
悼
文
に
、
「
私
の
手
許
に
も
、
読
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
と
、
氏
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
、
長
大
な
原
稿
一
篇
の
コ
ピ
ー



が
多
年
に
百
一
っ
て
眠
っ
て
い
る
o
」（
3
ベ
）
と
あ
り
、
注
記
の
論
題

が
「
談
話
十
こ
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
認

で
き
た
。

談

（
平
成
日
〈
山
山
〉
年
7
月
7
日
電
話
）

話

十

原
稿
「
上
代
人
の
用
い
た
嶋
字
に
つ
い
て
」
の
扱
い

〔
送
付
（
7
月
6
日
附
小
包
便
）
の
原
稿
は
、
〕
上
代
か
ら
の
嶋
字
の
変

遷
を
研
究
し
た
資
料
。
単
な
る
調
査
で
、
論
文
で
は
な
い
。
上
代
の

日
本
だ
け
「
島
」
に
代
り
「
嶋
し
を
用
い
た
理
由
を
、
只
今
研
究
中

〔
で
あ
る
〕
。
出
来
〔
上
つ
〕
た
ら
、
論
文
を
発
表
す
る
。
そ
れ
ま
で

は
、
公
開
す
る
意
思
は
な
い
。

附

記

平
成
日
（
W
）
年
ロ
月
沼
日
附
消
印
で
頂
い
た
先
生
の
お
手
紙
に
、

「
小
生
は
研
究
は
よ
し
た
く
な
い
と

心
を
は
げ
ま
し
て
は
い
る
も
の

の

年
は
あ
ら
そ
い
が
た
く

研
究
は
よ
し
て
唯
、

な
や
ん
だ
末

手
あ
た
り
し
だ
い

あ
ち
こ
ち
読
ん
で
お
り
ま
す
。
L

と
あ
っ
た
。

私
は
、
翌
mm
日
附
の
手
紙
で
こ
の
原
稿
の
発
表
を
『
古
事
記
学
会

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

年
報
』
編
集
担
当
理
事
の
青
木
周
平
氏
に
託
す
こ
と
の
諾
否
に
つ
い

て
、
お
尋
ね
し
た
。
し
か
し
、
ご
返
事
を
頂
け
な
い
ま
ま

5
ヵ
月
後

の
平
成
時
（
潤
）
年
5
月
3
日
、
先
生
は
永
眠
せ
ら
れ
た
。
従
っ
て
、

（

1
）
 

こ
の
「
談
話
十
一
」
が
、
先
生
の
お
声
が
聴
け
た
最
後
で
あ
っ
た
。

注（1
）
先
生
の
逝
去
直
前
の
平
成
時
（
似
）
年
4
月
末
、
嵐
義
人
氏

よ
り
、
神
田
神
保
町
沙
羅
書
房
の
古
書
目
録
（
侃
号
）
で
小
野
田
先

生
の
本
が
売
り
に
出
て
い
る
、
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
既

に
「
出
雲
国
風
土
記
』
は
全
部
売
約
済
み
（
購
入
者
不
明
）
で
、
辛

う
じ
て
『
常
陸
国
風
土
記
』
他
5
、
6
冊
を
大
妻
女
子
大
学
図
書

館
に
納
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
平
成
問
（
山
間
）
年
5
月
の

古
事
記
学
会
例
会
の
際
に
、
青
木
周
平
氏
か
ら
園
曲
学
院
大
学
も
一

部
購
入
し
た
こ
と
を
伺
っ
た
。
私
は
御
生
前
『
出
雲
国
風
土
記
』

は
全
部
拝
借
し
て
複
写
し
、
各
1
部
を
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
に

納
れ
た
。

御
遺
族
に
よ
れ
ば
、
「
タ
ケ
夫
人
の
内
助
の
功
に
よ
り
『
爪
に
火

を
灯
す
よ
う
に
し
て
蒐
め
た
」
本
を
自
ら
処
分
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ

て
か
気
落
ち
し
た
様
子
で
、
亡
く
な
る
2
ヶ
月
位
前
か
ら
体
調
不

良
と
な
り
、
検
査
入
院
後
急
速
に
悪
化
し
て
逝
去
に
至
っ
た
」
（
平

成
時
〈
官
〉
年
6
月
l
日
）
と
い
う
。
先
生
の
蔵
書
印
は
「
光
雄
」
と

「
斧
太
」
で
あ
る
。

四



四
四

四

小
野
田
光
雄
先
生
著
作
索
引
の
必
要
性
l
「
結
び
」
に
代
え
て

「
談
話

こ

の

1
年
4
ヵ
月
前
に
、
先
生
の
そ
れ
ま
で
の
御
研
究
を
集
約
し
た
神
道
大
系
『
古
事
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
談
話
で
は
、
既
に
同
書
で
説
い
て
お
ら
れ
る
事
柄
に
多
く
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
先
生
が
本
稿
を
お
喜
び
に
な
る
か
ど
う
か
、

不
安
が
残
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
道
大
系
は
、
第
一
期
で
全
巻
分
∞
万
円
前
後
の
会
費
を
前
払
い
し
た
会
員
の
み
に
頒
布
さ
れ
る
限
定
本
で
あ
っ

唱
Eム

て
、
こ
れ
を
所
持
す
る
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
配
架
し
て
い
る
図
書
館
も
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
小
野
田
先
生
の
学
説
に
湖
及
し
得
な
い

論
文
も
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
。

一
体
に
、
先
生
の
研
究
業
績
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
三
守
え
な
い
。
今
日
、
太
安
寓
侶
の
『
古
事
記
』
に
最
も
近
い
本
と
し
て
（
と
思
つ

て
）
、
真
福
寺
本
を
基
本
に
様
々
な
方
面
か
ら
（
安
心
し
て
）
研
究
で
き
る
の
は
、
先
生
の
御
功
績
に
負
う
所
大
な
の
だ
が
、
私
共
は
時
に
そ
れ
を

忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
先
生
の
御
研
究
が
基
礎
的
な
個
別
の
文
献
学
的
研
究
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
テ
i
マ
に
関
心

を
抱
い
た
者
で
な
い
と
接
近
し
に
く
い
こ
と
、
し
か
も
、
主
要
な
著
作
が
非
常
に
入
手
（
閲
覧
）
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

今
日
、
漢
字
や
木
簡
の
電
子
媒
体
情
報
に
よ
っ
て
、
先
生
の
頃
よ
り
も
遥
か
に
研
究
条
件
は
恵
ま
れ
、
研
究
の
進
捗
・
進
歩
が
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
目
前
の
仮
想
現
実
情
報
に
眼
を
奪
わ
れ
て
、
諸
先
学
の
研
究
成
果
を
顧
慮
せ
ず
に
無
用
な
労
力
を
費
や

す
こ
と
は
、
避
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

あ
の
神
道
大
系
『
古
事
記
』
に
漢
字
索
引
が
附
い
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
ど
れ
程
有
益
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
先
生
が

論
文
集
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
諸
論
文
や
、
神
道
大
系
『
調
停
日
本
紀
』
・
「
古
事
記
註
釈
」
等
の
総
て
を
、
も
っ
と
入
手
し
や
す
い
形
で
出
版
し
、

こ
れ
に
通
時
的
に
横
断
す
る
漢
字
を
始
め
と
す
る
諸
事
項
（
例
え
ば
、
「
上
代
人
の
文
字
観
」
）
索
引
を
作
成
し
た
な
ら
ば
、
『
風
土
記
研
究
』
第
初
号

編
集
後
記
執
筆
者
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
、
「
研
究
者
間
で
共
有
さ
れ
」
る
「
基
礎
デ
ー
タ
l
」
の
一
つ
と
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
時
期
の
速
や



か
に
来
た
ら
ん
こ
と
を
、
切
望
し
て
い
る
。

こ
の
私
的
談
話
記
録
が
、
小
野
田
先
生
と
同
じ
領
域
を
学
ぶ
方
々
の
お
役
に
立
つ
な
ら
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

平
成
時
（

ω）
年
ロ
月
白
日
記

注（1
）
そ
の
必
要
性
を
平
成
日
（
山
田
）
年
4
月
日
日
お
宅
に
参
上
し
て
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
お
許
し
を
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の
仕

事
の
引
き
受
け
手
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
探
し
て
い
る
。

（2
）
小
野
田
光
雄
『
韓
日
本
紀
」
（
神
道
大
系
古
典
註
稗
編
五
）
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
白
（
羽
）
年
、
東
京
。

（3
）

第
3
章
「
談
話
回
」
注
（
3
）0

（4
）
「
は
じ
め
に
」
注
（
I
）
中
村
啓
信
氏
追
悼
文
（

2
5
に
よ
る
と
、
先
生
の
博
士
論
文
「
古
事
記
校
訂
の
研
究
』
は
未
出
版
で
あ
る
。

（5
）
書
誌
は
「
は
じ
め
に
」
注
（
l
）
参
照
。

終

小
野
田
光
雄
先
生
上
代
文
献
学
談
話
記
録

四
五


